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おたより 
2020年度 第 4号 

 

  

 

皆様、大変お待たせしました！ 「親と子のひろば」の再開が決まりました。 

 まずは、心待ちにしてくださっていた昨年度の登録者の皆様に初回 4回を優先的にご案内させていた

だきます。別紙にてご案内しておりますので、そちらをご覧になりお申し込みください。今年度初めてお

申込みされる方は、第 5回目から（9月以降）申し込みを受け付けます。まずはお電話でお問い合わせ

ください。 

 いよいよ皆様と再会できますね。自粛中の子育てエピソードなど、お話聞かせてくださいね。 

お庭の報告 

「親と子のひろば」の再開に向けて、庭プロジェクトメンバーの学

生たちが、初夏の庭仕事をしてくれました。昨年咲いた花々が種を飛

ばし、庭のあちらこちらで芽を出し葉を広げています。命の循環に感

動しながら、新たな草花を増やそうと、

まずは、買い物です。 

子どもたちに隠れる場所を作ってワ

クワクして欲しいな・・・。 

数年後には砂場に木陰を作り、カブ

トムシやクワガタが集まって、秋には

どんぐり拾いを楽しめることを期待し

て、コナラの幼木も植えました。そし

て、保護者の皆様も癒されるように、

色とりどりの花を植えたいな・・・。

様々な期待をもって、買い物し、庭仕事開始です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どこに咲いているかな～？ 

庭を探してみてくださいね。 

 

7月 10日 

桜の聖母短期大学 

親と子のひろば 
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ジャガイモ畑を掘ってみると・・・「あった！」次々とか

わいいジャガイモが見つかりました。「子どもたちとイモ掘

りしたかったね～」と話しながら、初めての収穫はこれくら

いでした。何個あるかな？ 

 

 

 

 

 

 

そして、セロリ・ナス・トマトの苗を植えました。

野菜の育て方に詳しい職員の方に教えていただきなが

ら、農業初体験です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブルーベリーもたくさん実りました。食べごろを見

つけるのは、鳥が早いか、人が早いか・・・ 

もちろん、鳥たちの勝利です！ 

 

 

 

保育室内で自粛中だったメダカたちも、外の新居を作ってもらってこれから引

越しです。庭に水場があることで、鳥たちが水を飲みにやってきました。昨年は

いつの間にかトンボが卵を産んでいて、ヤゴになったときに発見しました。そし

て、3匹がトンボになり、保育室から広い空に飛んでいきました。 

 

 

  

 

 

 

子どもたちが来てくれることを教職員と学生みんなで心待ちにし

ています。 

 またお庭でたくさん遊んで発見しましょう！ 
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こんな遊びはどうでしょう？ 

齋藤美智子先生から、「おうちでこんな遊びはどうでしょう？」とわらべうたの紹介がありました。今

回は、顔あそび「おでこさんをまいて」と抱っこして揺らしながらの「ももやももや」をご紹介します。

「親と子のひろば」に参加したときに一緒に遊びましょうね。 

 

「さわって わらって いっしょに あそぼ！」  

『ちいさななかま』編集部 編 柏木牧子 絵 ちいさななかま社 より 
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今後の予定 

今後の予定 

 

 

 

 

 

 

 

文

                         文責 奥田美由紀 

桜の聖母短期大学 

🏠福島市花園町 3-6 

☎ 024-534-7137 

（代表） 

7月 29日（水） 

        31日（金） 

8月 5日（水） 

        7日（金） 

 

初回 4回は、昨年度登録者優先の登録日になります。 


